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a oll D･寸 0･占 0･甘 x I
図1 秩序変数関数 q(x) (T-0.4)
p(ql,q2,q3)=<a,?,cPaPbPcX∂(q1- qbc)♂(q2qqca)a(q3~qab)>(5)
(4)式と同様なレプリカ法との対応づけから(5坑 はql≧q2-q3とその置換対称の領域にしか値
を持たないことが示される｡このことは純粋状態がqを指標とする階層性を持つことを意味し
ている(qを適当なF空間の距離と関係づければ,その距離空間は超計量性 (ultrametri-
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city)をもつことになる3))｡数値解析か
らもこのことを示唆する結果が得られてい
る｡4,5)例えば(5)式を最も大きい 再こつい
て積分して得られる2変数関数p(ql,q2)
はq1-q2にのみ値を持つが,図 2に示す
等高線は確かにその傾向をみせている｡5)
以上のように,レプリカ法によって純粋
状態の統計的性質を解析できるということ
が確かだとすれば,SK模型のF空間は階
層的な谷構造を持っていることになる｡そ
うすると温度の低下と共に純粋状態が階層
q2
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ql
図2 P(ql,q2)の等高線 (T-0)
的に(細胞分裂的に)増加するという措像が真実味を帯びてくる(この描像は以前から磁化一
温度曲線の履歴現象の定性的説明に使われてきた6))｡この逐次分裂が温度に対して桐密に起
これば,SG相は無限連続転移領域となり,常に臨界状態にあるという性質も理解できる｡し
かしこれについての定量的な議論はまだされていないようである(階層性の数値解析にも難し
い点が多数ありそうだ)｡一方SK模型を離れて,階層性を持つ空間での緩和も議論されてお
り,べき関数,引き延ばされた指数関数などに従う長緩和の可能性が指摘されている07)
平均場理論ではF空間の複雑な構造を統計力学的に扱 うことが出来そうであり,その方法,
概念の適用範囲がどの程度であるか興味深いところである｡
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